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昭和55年度第1次観測ロケット実験計画概要

　昭和55年度第1次観測ロクツト実験においては・K－10－14号機・

K－9M－70号機およびK－9M－71号機の合計3機の観測実験を行う　．

計画で、それぞれの実験目的は次のとおりである。

ロケット
到達高度
@（㎞）

水平距離

@（㎞）

全重量：

iton）

搭載計器

d量（細）
観　　測　　目　　的

K－10－14 202 275 1．87 181 銀河軟X線、銀河赤外線他の観測

K－9M－70 　　・R06 331 1．52 73
トリメチルアルミニウム発光弾、

vラズマ波動波数計測他の観測

K－9M－71 33’2 357 1．51 58 大気光緑線、夜間大気光他の観測

1．’
ﾀ験実施責任者

　東京大学宇宙航空研究所長　　　野　村　民　也

　　　（東京都目黒区駒場4－6－1　TELO3－467－1111）

2．実験場所

　　東京大学宇宙航空研究所鹿児島宇宙空間観測所

　　　東経131。04145”　北緯31。15100”

　　　（鹿児島県肝付郡内之浦町長坪　TE：LO9946－7－2211）

ろ．実験期間

　　昭和55年8月26日～9、月9日

　　各ロケットの実験予定日は次のとおりである。
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●

●

ロケット 実験予定日時 実験時間帯 延期する場合の期間

K－10－14
8月26日（火）

@20：30
（注参照） 8月27日目9，月7日

K－9M－70
8月29日（金）

@19：40
．19：40～20：10 8月30日～9月9日

K－9M－71
9月　4日（木）

@21：45
21：45～22：15 9．月　5日～9．月9日

（注）　8川26日～8月28日

　　　｝｛刀29日～8月31日

　　　g月　111～9月　2日

　　　g川　3日～9、月　5日

　　　9月　611～9月　7日

4

20　　30～21　　00

20　20～20　50
20　10～20　40
20　　00～20　　30

19　50～20　20

警戒の範囲

陸上における警戒の範囲

　別紙（1）　K－10型、K－9M型ロケットに適用

海上におけるロケットの落下予想区域

　別紙（2）　K－10－14号機に適用

　　　（3）　K－9M－70号機に適用

　　　（4）　K－9M－71号機に適用

5．実験の要領

（1）実験は天候および研究上の都合によって延期することがある。延期の

　　理由が天候によるときは、当日できるだけ早く報知する手段（ラジオ等）

　　を講ずる。また、研究上の理由によるときは、不測の障害にもとつく場

　　合以外は出来るだけ前日中に報知する手段（ラジオ等）を講ずる。
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　　漁業関係者に対する報知は漁業無線局な通じても行う。

②　実験当日は観測所内に黄旗を掲げる。実験が日没後に行われるので発

　射30分前に3個の点滅式赤色ランプな掲げ、発射3分前に花火1発を

　あげる。

　　実験終了後は花火2発をあげ黄旗をおろし、赤色ランプを消す。

（3）実験当日の警戒は陸上については、鹿児島県警察・海上については第10

　管区海上保安本部および鹿児島県に依頼する。その細目は打合せの上定

　める。また航空については鹿児島空港邸務所と連絡の上実験を行う。

　　観測所付近の陸上および海上については東京大学においても監視員を

　観測所内に配置し、また観測所内に設冊された海上監視レーダにより警

　戒にあたる。

’（4）実験に際しては鹿児島海上保安部および鹿児島空港事務所との間に連

　絡用通信回線を東京大学が開設し、連絡員を派遣して緊密な連絡にあた

　る。

（5）実験中は警戒区域内に一般の人が立ち入らないように立札または縄張

　りをする。

（6）　K－9M－70号機による発光雲の観測は内之浦、種子島・山川・谷

　山、南郷においても行う。

6．報道関係

（1）　報道関係者には次の日時にロケットを公開して取材の便宜をはかる。

　　　K－10－14　　8月25日（月）　　12：00～13：00

　　　K－9M－70　　8月28日（木）　12：00～13：00

　　　K－9M－71　　9月　3日（水）　12：00～13：00
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（2）実験の結果については、実験終了後実験主任が概略の発表を行う。

Z　実験主任

　　　K－10－14　　教．授

　　　K－9M－70　　助教授

　　　K－9M－71　　助教授

小　田　　　稔

河　島　信　熱

中　村　良　治

8．実験内容

　oK－10－14号機（8．月26日（火）20：30打上げ予定）

　　　K－10－14号機によって2つの観測と1つの実験を行う。1つは

　液体ヘリウムで冷却した赤外線望遠鏡によって銀河面の観測を行うもの

　　である。これによって可視光では見ることの出来ない銀河の深部を探査

　　することが出来よう。もう1つは新らたに発明、開発されたアダマール

　　X線望遠鏡によって超新星の残骸である白鳥座のループの詳しい観測を

　　行うことである。また、いくつかの星の位置を観測することによって逆

　　に星空に対してロケットや人工衛星ゐ向いている方向をきめる星

　　姿勢計の性能を上げるためにCCD素子を使う姿勢計が開発され、

　　その試験を行う。K－10－14号機は打上げ後X線望遠鏡を白鳥ルー

　　プに向け・また・捧外線望遠鏡の向きを銀河面をジグザグに掃いていく

　　ように姿勢が制御される。

oK－9M－70号機（8月29日（金）19：40打上げ予定）

　　K－9M－70号機は昭和57年度からはじまる国際協力事業である

MAP計画（中層大気観測計画）の準備の実験を中心として他にブラズ
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マ波長計測器の開発や電離層プラズマの温度計測器が同時に搭載される

ロケットである。MAP計画の一環として行われる実験はTMAと呼ば

れ上空80～110㎞において44のトリメチルアルミニュームという

液体を放射してガス状に分布させ、このガスの発光を地上から観測する

ことによって上層の大気の運動がどのようになっているかを調べるもの

である。地上観測は内之浦、種子島、山川、南郷、谷山で光学観測が行

われ、夜間晴天時が選ばれる。

。K－9M－71号機（9月4日（木）21：45打上げ予定）

　　高度80～110㎞の領域から酸素原子と分子によって放射される夜

光の発光機構を解明するために総合観測を行う。そのためフォトメータ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む一により酸素原子の大気光緑線（5577A）酸素分子夜光（1．27ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　クロン）、OH大気光（1．65ミ．クロン）やOHマイネル帯（7300A）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　むや酸素分子ヘルッベルグ帯（2800A）等の強度の高度分布を測定す

　る微弱な光を検出するため新月の期間に実験がなされる。このためロケ

　ットの姿勢決定には開頭部先端に取付けられたスターセンサーが用いら

　れる。
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別紙（D

県
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陸上における警戒区域（長＝欝型・ケットに適用）

回

10

国

会
回

　　　回

巨］　国
　　　　　　　4

回

450π

回
　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　450π

1　ランチャ点（ロケットセンター）

2　計器センター

3受付
4　コントロールセンター

5テレメータ・吻一国

6電波観測センター @　　回7　18ηゆテレメータ・センター

8　4ηφレーダ・第3光学

9第1監視所

10　第1光学
　　　　　　　　　　　　　700ηa
11　ポンプ室

12　ミューセンター

13　SA台地

14　気象台地

15管理台地

450η3

太平洋

　　　　　　　警戒線発進方向145。
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L
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別紙（2）海上における落下予想区域

　　　　（K－10－14号機に適用）
別紙（3）海上における落下予想区域

　　　　（K－9M－70号機に適用）

九　三
九　州

」

覧
蝿

佐多岬

く）

屋久島

L

　　　　　：L（発射点）

　　　　　　31015100暉N、131004巳450E

志布志湾

　発進方向145。

　　0　　　　　　　　1段目

　　　　　　　　31◎0510010N、131。13曾00mEを中心

　　　　　　　　とする半径2．7NM（5㎞）の円

　　　　　　　　L－0　11．9NM（22㎞）

種子島

N

2段目

29。12100”N、132044100mEを中心
とする半径29．7NM（55㎞）の円

し－Ol　138．7NM（275km）
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Φ

◆

（

L

佐多岬

屋久島

　　　　　L（発射点）

　　　　　　31。15璽008N、131。04重45．E

志布志湾

　発進方向145。

　　O
　　　　　　　　　　l段目

　　　　　　　　　　30。5412011N、13102114811　Eを中心

　　　　　　　　　　とする半径4．3NM（8㎞）の円

　　　　　　　　　　L－0　24．8NM（46㎞）

種子島

N

2段目

28。4710011N、133。04．100”Eを中心

とする半径378NM（70㎞）の円

し－01　178．6NM（331㎞）
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別紙（4）海上における落下予想区域

　　　　（K－9M－71号機に適用）

九州

‘

L

佐多岬

く）

屋久島

　　　　L（発射点）

　　　　　31015。00璽N、1310041459E

志布志湾

　発進方向145。

　0　　　　　　　　1段目
　　　　　　　　30。53120”N、131。22130，lEを中心

　　　　　　　　とする半径4．3NM（8㎞）の円

　　　　　　　　：L－0　25．9NM（48］㎞）

種子島

N

2段目

28。3410011N、133。1410011　Eを中心

とする半径378NM（70km）の円

し－Ol　192．6NM（357㎞）
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